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2022年2月10日
JAいちかわ エグゼクティブ・アドバイザー 中尾純二

2022年2月10日開催
ハラール・コーシャセミナー講演資料

中東向け輸出拡大優良事例紹介
「JAいちかわのコーシャ米などの
輸出について」
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１．JAいちかわ の紹介

市川市農業協同組合
（1963年設立）

浦安市農業協同組合
（1987年合併）

船橋市農業協同組合
（2004年合併）

田中農業協同組合
（2010年合併）

市川市農業協同組合
（JAいちかわ）
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JAいちかわの特産物

・管内総面積 約183,851㎢

〈2020年12月現在〉

・管内総人口 1,390,005人

・管内総世帯数 676,954世帯

・農家戸数 1,227戸

・農業人口 4,006人

・農地面積 2,157ha

地域団体商標
「市川のなし・梨」
「船橋のなし」

地域団体商標
「船橋にんじん」

KLBDコーシャ認証
田中経済センター精米所
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2021年12月　経済部作成Ver3.0

幸水

豊水

あきづき

かおり

秋満月

新高

王秋

甘太

ベーターキャロット

船橋にんじん

こだわり田中米

(コシヒカリ）
　

コーシャ認証米

（粒すけ）

枝豆

トマト

イチゴ

キュウリ

トウモロコシ

ブロッコリー

カリフラワー

大根

かぶ

　　　　　　　　　　　　　　供給可能時期

　　作　目
８月 ９月 １０月 １１月 １２月１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ７月６月

JAいちかわ の特産物一覧表

収穫

収穫

地域団体商標2007年取得

「市川のなし/市川の梨」

地域団体商標2013年取得

「船橋のなし」

地域団体商標2012年取得

「船橋にんじん」

KLBDコーシャ

認証2021年取得

3kg箱

5kg箱

5kg箱
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1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ネギ

生姜

春系キャベツ 　 　

キャベツ

山東菜

青梗菜

小松菜

ほうれん草

水菜

春菊

糸みつ葉

パクチー

青パパイヤ

花卉類

・ユリ

・シクラメン

・カーネーション　等

　　　和梨ウォーター

　　　和梨バウム

　　　和梨ゼリー

　　　和梨のランチパック
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JAいちかわの経営

科目 金額（百万円）

■事業総利益 4,179

○信用事業総利益 2,443

○共済事業総利益 1,037

○購買事業総利益 126

○販売事業総利益 18

○保管事業総利益 0.2

○宅地等供給事業総利益 621

○利用・その他事業総利益 1.2

○指導事業収支差額 △68

■事業利益 622

■税引前利益 810

■当期余剰金 536

■不良債権比率 0.37%

2020年度 事業概要

2020年12月末現在

正組合員数

准組合員数

役員数

職員数

店舗数

４，７５６人

１５，３２０人

３５人

３２８人

１８店舗

（本店、１３支店、３経済センター、
１資産管理センター）
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①人脈・情報こそビジネスの命

・ 農林水産省、ジェトロで培ったビジネス人脈が宝もの。

・ GFPメンバーの相互交流・情報交換に期待。

②世界の特定地域の情勢（中東情勢）把握

・ アブラハム・アコード締結とイスラエルからの旅行客の来訪。

・ レストランのコーシャ認証食品の需要。

③輸出商品の選定ー「米」

・ 千葉県育成の新品種「粒すけ」（鮨米、酒米）。

・ 船便輸送に適しているもの（梨は空輸）。

④補助事業への応募

・ 千葉県の補助事業の活用で初期PRコストの低減。

・ 将来の施設整備は国の補助に期待。

２．コーシャ認証取得
の経緯
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①コーシャ認証団体の選定・申請

・ 対象飲料・食品、対象国、コスト等を勘案して選定。

・ コーシャブランドが重要。スーパーコーシャを選定した。

・ 認証書に記載される商品のブランド名称を申請。

・ 認証対象は施設

②事前審査（ヤマミズラの門傳代表に依頼）

・ コーシャ認証取得の難易度を相談、ポイントを把握。

③ラビの本審査（現地査察）

・ 施設の現場で米の流れ、倉庫の保管状況等を説明。

・ 汚染の可能性・品質の変性などの質問。

④KLBD本部の認証（ロンドンでの書類審査）

・ 認証書がメールで迅速に送られてくる。

⑤毎年更新

・ 施設に変更がなければ、書類審査で更新可。

３．コーシャ認証取得
の手順
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KLBD認証書
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2021年11月9日付けで認証
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①コーシャ認証機関

・ ヤマミズラ門傳代表からの市場情報提供。

②企業とのネットワーク

・ ジェトロ時代に支援した顧客が取引先。

・ ドバイ首長国王族企業。

③中東は企業の信用照会システムが無い

・ 行政機関等からの事前情報収集が重要。

・ ゼロベースで過去のビジネス成果・果実を判断。

④成功はアート、失敗はサイエンス

・ 成功の法則（再現性）は無いが、ただ、幸運を引き寄せる

ことはできる。

・ 一方、失敗には理由があるので自ら学ぶことがたくさんある。

・ 日本人の心（OS）では、海外との商談には向かない。

・ 日本人の心で消費者に伝えないと、商品の良さが伝わらない。

４．輸出先の発掘経緯
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①ビジネスは出会いで決まる

・ 外国での展示会・ジャパンパビリオンへの出展支援。

・ 外国に既に輸出している先輩日本企業との出会いも大切。

②ビジネスは情報で決まる

・ パートナー候補企業のビジネス成果の情報。

・ 候補企業の経営等の信用情報。

・ 輸入規制情報。

③ビジネスは連携で決まる

・ 輸出の継続と規模拡大、魅力の創造はJA等の連携が大切。

・ 競争では無く、連携が出来る輸出体制を。

５．行政等への要望
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①農産物の輸出展開方向

・ 美味しいもの、高品質なものを輸出する。

・ 食べるだけでなく、楽しさを創り出す事業を展開する。

・ ビジネスとして成立するために輸送コストに合ったものを輸出する。

・ 付加価値をハラール・コーシャで上げる。

・ 農家の所得向上で、農業の魅力を高める。

②今後の課題

・ 近隣JA、企業との連携による輸出品目・量の拡大。

・ 施設整備。

・ 組織体制充実・専門人員確保。

・ 行政との連携強化。

・ 対象国・地域の拡大。

６．今後の展開と課題
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ご質問は、以下まで。

JAいちかわ

エグゼクティブ・アドバイザー

中尾純二

e-mail/ Keizaibu@ja-ichikawashi.or.jp

Phone/ 047-339-1126

ご清聴
ありがとうございました。
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